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子 育 て 世 代 ど 真 ん 中！ 未 来 へ の 責 任 を 果 た す

　愛知県議会議員として早４カ月が過ぎました。

　この間、5月臨時議会、６月定例議会では物価高騰対策、少子化

対策、6月2日に発生した豪雨災害からの復旧支援などに対応する、

二度の大型補正予算の採決にも加わりました。

　改めて、県議会議員としての立場、愛知県民7,482,717人の声を

代弁する責任の重さを自覚いたしました。

　今後も初心を忘れることなく、「生活者」「納税者」「消費者」

「働く者」の立場に立ち、山積する政治課題に対し、先送りでは　

なく「決める政治」を貫きます。

これまでも、そしてこれからも、皆さんの「声」が私の原動力です。

　引き続きご意見、ご要望をお寄せいただければ幸甚です。

Topics １ 愛知県議会 6月定例議会（6/19～7/6）
子育て支援・災害復旧費用等を盛り込んだ総額約74億円の補正予算を可決

子育て・教育支援の概要（21億7,200万円）

6/2 大雨で被災した施設の復旧費用の概要（51億5,711万円）
公共土木施設の復旧費 （約39億円）
 ・ 道路・橋りょう55箇所、河川・海岸72箇所、砂防10箇所、
　公園9箇所、港湾・漁港3箇所等の復旧
農林水産関連施設の復旧費 （約11億円）
 ・ 農地312箇所、農業用施設266箇所等の復旧
社会福祉施設の復旧費 （約1.5億円）
 ・ 介護事業所5箇所、障害者施設2箇所等の復旧

ラーケーション*の導入に向けた実施体制の整備 （6億8,797万円）
 ・ 子どもたちが保護者等と一緒に校外で自主的に学ぶ日を設ける
　（1年間に3日まで取得可※欠席にならない）
 ・ 保護者にとっても平日に休みが取りやすくなる等、休み方改革につながる制度として期待
 ・ 2023年度はすべての県立高校・特別支援学校、19市町の小中学校で先行導入
　（2023年度は2日まで取得可）
＊ラーケーション（learcation） ： ラーニング（learning）【学習】とバケーション（vacation）【休暇】を組み合わせた造語

子育て応援給付金支給費 （6億1,937万円）
 ・ 1歳6か月健診や3歳児健診を受けた子ども　
　のいる低所得者世帯に対し、児童1人あたり
　5万円を支給

※項目の一部を掲載

中小企業男性育児休業取得促進事業費 （4億1,471万円）
 ・ 男性従業員が通算14日以上の育児休業を取得した県内
　中小企業等に対し、最大100万円の奨励金を支給
【支給額】通算14日以上 ： 50万円、通算28日以上 ： 100万円
　　　　（1事業者につき1回限り）



Topics 2 建設委員会にて議会初質問
名古屋高速道路料金の引き下げを提案（6/29）

長時間労働の是正、物流コストの削減や生産性向上による
産業競争力強化を図るため、現行の高速道路料金を引き下げるべき！

日々全力投球！

提案

【質問の概要】
●日本の高速道路の利用率は欧米諸国に比べて4割程度低く、物流コストが高いとも指摘*¹
●高速道路が十分に活用されていない一番の原因は利用料金の高さ
　コスト削減のために一般道を走るトラックドライバーも多く、高速の未利用が
　長時間労働を助長*²している
●2024年4月以降、トラックドライバーの時間外労働の上限が年960時間に制限
　慢性的な人手不足*³も影響し、現状に比べ2025年には約3割の荷が運べなくなるとも試算

●名古屋高速道路の償還満了日*⁴を2044年10月から延長する、もしくは永久有料化することで
　料金を引き下げることは可能ではないか？

建設局道路建設課から「現行の料金体系を維持していく」との答弁があったものの、今後も老朽化対策や
自動運転の普及等に伴う改修などの追加投資が必要であり、2044年以降に無料開放される可能性が
極めて低いことは明らかです。県内外の人流、物流を活性化させ、産業界、県民、行政にとって三方良しの
高速道路改革を産業立県・愛知から実現するべく、今後も粘り強く主張して参ります。

*⁴ 現在の料金は、高速道路の新設、改築、維持修繕にかかった費用を2044年までに完済することから逆算して決定。
　 2044年以降は無料開放される予定

*¹ 売上高に占める物流コストの割合 *² トラックドライバーの年間労働時間 *³ 道路貨物運送業の運転従事者数の推移

出典 ： 経済産業省・国土交通省・農林水産省「我が国の物流を取り巻く現状と取組状況（2022年9月2日）」
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SNSで県政活動更新中
是非チェックして下さい！

出　　生 ： 1984年7月20日
　　　　　宮城県石巻市
家族構成 ： 妻、長男（1歳）
座右の銘 ： 初心忘るべからず、感謝

現職 ： 2023年 愛知県議会議員（1期）
　　　建設委員会
　　　カーボンニュートラル調査 特別委員会
　　　※前職は参議院議員 浜口誠 秘書 LINE Facebook Instagram

6/6 豊生ブレーキ工業
労組で県政活動の
報告

6/11 豊田・みよし市の
子ども食堂運営
会議に参加

6/12 県議会6月
定例議会 
同期議員と共に

6/24 浜口誠参議員と
一緒に街頭活動 7/5 豊田市職員労働組合

連合会の定期大会に
出席

近年物流
コストは
上昇傾向

2030年には
2015年から
3割減少

20年間で
約20万人減少


